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「見える情報　見えない仕組み　～AI時代の消費者力を高めるために～」

令和 8年度消費者月間統一テーマ

令和 7 年度　消費者のつどい

　とくぎんトモニアリーナ那賀で開催。記念講演は医
師濵田邦美氏による「明日は我が身の認知症」。質疑応
答に一つ一つ丁寧に答えて下さいました。「消費者啓発
ブルーグラスコンサート」は楽しく歌い、各市町の活
動発表では「消費者活動について」、歌、踊り、寸劇、
作品展示、手作り食品販売と大いに賑わいました。皆
様のご協力に感謝、実り多き一日となりました。
� （兼西スミ子）

南部地区　11月20日（木）　那賀町消費者協会

　三好市中央公民館全館を借り切っての 10 月 19 日の
つどいには、朝早くから警察の方が準備に来られて、
国際電話利用休止申込窓口やインターネット詐欺体験
ブースが設置された。池田花の会による阿波池田小唄
のオープニングの後、「三好ジオパークが認定されるま
での道のり」と題して、殿谷梓氏の講演が行われた。
� （高井マサ代）

西部地区　10月19日（日）　三好市消費者協会

　地元メンバーの「買物ブギ」でにぎやかに「北部の
つどい」が始まりました。阿波市消費者協会発足後初
めての開催でしたが、市内 4 支部の連携もよく取れ、
また、「生活習慣病と食事療法」とのテーマで講演頂い
た髙橋保子先生のお話も、まさに今の私たちの悩みに
寄り添ったものであり、思い出深い「つどい」となり
ました。� （丸若祐二）

北部地区　11月６日（木）　阿波市消費者協会

　東部地区消費者のつどいを 11 月 20 日勝浦町農村環
境改善センターで開催。勝浦幼恋音頭で幕を開け、徳
島警察音楽隊による国際電話・振り込め詐欺防止コン
サート。「チームで地域課題を解決」と題した講演、神
山町の寸劇、徳島広域のおりがみの活動発表や販売ブー
スで、大変にぎわい充実した１日となった。
� （秋成ふみよ）

東部地区　11月20日（木）　勝浦町消費者協会



（2）

東　部　地　区

石井町 　12月13日に名西郡農業協同組
合で農産物品評会がありまし

た。地元産の見事な野菜、お米、果物には金賞が
与えられ表彰されていました。その後当協会のメ
ンバーも参加して、多数の来場者に新鮮な野菜等
の販売をしました。持ちきれない程の量を買って
頂き、短時間で販売を終了することが出来ました。
徳島県はいろんな食材が豊富にあり、産地消費が
普通に出来ています。私たち協会メンバーも日頃
より“もったいない”精神で食品ロスの削減等を
心がけ活動しています。石井産の野菜はとてもお
いしいで～す。� （田中　雅代）

南　部　地　区

小松島市 　10月16日に協会員30名で兵
庫県加東市のパナソニックエ

コロジー工場を見学した。
　循環型経済社会実現のための実証実験工場で、
環境教育の生きた教材として開放されており、事
業内容やリサイクル再生品展示を、豊富な実物を
見ながら理解を深めた。見学フロアから操業中の
ラインを一望し、大量の製品が毎日処理されてい

ることを、改めて実感した。直すより買うといっ
た消費経済社会の中で、リサイクルや解体した製
品から、どんな素材が取り出されるかを学ぶ意義
ある研修であった。� （里村　真澄）

海陽町 　海陽町消費者協会は、会員の
高齢化が進みながらも数々の活

動を行っている。５月総会、６月海南、10月海部、
12月宍喰の各ショッピングセンター前で、振り込
め詐欺防止キャンペーンを行った。被害のない明
るい町になればと思い買い物客によびかけた。７
月防災食作り、令和８年２月グラウンドゴルフ大
会をし、会員の交流を深めた。３月には美容講習
と写真撮影を予定している。これからも私たち消
費者が、安心安全に生活できるよう取り組んでい
きたい。� （川東　眞理）

西　部　地　区

鴨島町 　10月19日に西部のつどいに参
加した。県警本部の方から、特

地区協会だより F r o m  l e t t e r s
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殊詐欺がだんだん巧妙になってきているため、そ
の対策の一環として「国際電話利用休止申し込み」
に係る案内があり、協会参加者も申し込みを行っ
た。10月29日食品ロス削減キャンペーンを、市役
所生活安全課の1名と会員7名で、スーパー２か所
にて行なった。11月18日に研修旅行で、牧野植物
園と龍馬歴史館へ行った。龍馬の33年の短い人生
の偉業が、120体を超える蝋人形で紹介されてい
た。様々な行事に参加し賢い消費者を目指したい。
今後の課題は会員を増やすことである。
� （志摩寿恵子）

北　部　地　区

藍住町 　昨年３月、一年間を締めくく
る反省会の場に、前会長が急逝

され当日が告別式という、耳を疑うような知らせ
が突然もたらされた。
　悲しみに包まれる中で、紆余曲折を経て新役員
が決まり、活動計画を立ててスタートすることが

できた。食品ロス
削減や振り込め詐
欺防止の啓発、上
勝ゼロウェイスト
視察研修、災害時
のトイレ作り、低
栄養や終活の学
習、ピザや赤飯作
りなどを行った。
　防災士やフレイ
ル予防等に携わっ
ている会員たち
が、それぞれ力を発揮して皆を引っ張ってくれ、
心強く楽しい一年を過ごすことができた。
　今後も健康に留意し、昨今の物価高に負けず、
振り込め詐欺を撃退する消費者を目指し、地域に
貢献できる活動を続けたいと思う。�（高野　悦子）

板野町 　12月25日に町内のアグリ、マ
ルナカ、道の駅3店で午前９時

から12時まで、詐欺防止キャンペーンを行った。
消費者協会、消費生活相談所、板野町役場の合同
である。個々に声掛け、キャンペーングッズを配
布。県の詐欺被害件数と金額は毎年爆発的に増え
ている。対抗策はワクチンであろう。ワクチンと
は日々の学習である。行政、NPO法人等々で学
習している。新たな手口は絶えず生まれる。騙さ
れた金はほぼ返らない。被害者にならないため、
詐欺の手口を知り即相談する等、自分の人生を守
る学習に日々取り組んでいきたい。�（小林　清重）

地区協会だより F r o m  l e t t e r s



（4）

■2026第22回消費者まつり
と　き：令和 8年 5月23日（土）
ところ：ふれあい健康館

■徳島県消費者協会総会
と　き：令和 8年 5月26日（火）
ところ：とくぎんトモニプラザ
　　　　（アミコビル東館 9階）

■徳島県消費者大学校（予定）
と　き：�令和 8年 6月6日、13日、27日、7月 4日、11日、

18日、25日の各土曜日　計 7回
ところ：とくぎんトモニプラザ
　　　　（アミコビル東館 9階）

■�徳島県消費者大学校大学院（専門教育・エシカル消
費コース）（予定）
と　き：�令和 8 年 9 月 1 日、8 日、15日、29日、10月 6

日の各火曜日　計 5回
ところ：�とくぎんトモニプラザ�

（アミコビル東館 9階）

■�徳島県消費者大学校大学院（食品安全リスクコミュニ
ケーター養成・食品表示コース）（予定）
と　き：�令和 8 年 9 月 4 日、11日、18日、25日、10月 2

日の各金曜日　計 5回
ところ：�とくぎんトモニプラザ�

（アミコビル東館 9階）

令和８年度　行事予定

　「アメリカに旅行するため、インターネットで『ESTA申請』
と検索した。上部に表示されたサイトを公式サイトだと思い、カー
ド決済で申請したが、手続き完了メールで代行サイトだとわかっ
た。ESTAは取得できたが、高額な手数料に納得できない」と
の相談がありました。
　事例のように申請代行サイトは、検索結果画面の上部に表示さ
れることがあり、消費者が代行だと気付かず利用するケースがみ
られます。代行を通じて申請を行うと、所定料金の他に代行手数
料を請求されるため、公式サイトで申請した場合より高額になり
ます。
　まずは、公式サイトかどうかを十分確認し、代行サイトを利用
する場合は、手数料や利用規約、キャンセル料等を確認した上で、
慎重に判断しましょう。申請条件や手続きの方法は国によって違
います。申請前には外務省や各国大使館の公式サイトで確かめ、
不安に思った場合には、お近くの消費生活センターに相談してく
ださい。� （メールマガジン 2025 年 12 月 23 日配信）

電子渡航認証（ESTA
等）の申請は確認を！情 報 掲 示 板

徳島県消費
者情報セン

ター
一日研修旅行

　12月3日（水）、協会員 23 名が参加し、神戸方
面へ。最初に「KOBEとんぼ玉ミュージアム」にてと
んぼ玉制作を体験。
　好きなガラスの色や模様を選んだ後、ガラス棒を
バーナーで熔かして制作。一同思い思いにパーツな
どを組み合わせ、ネックレスやキーホルダーにして持ち
帰った。
　ホテルプラザ神戸で昼食を楽しんだ後、キューピー
神戸工場へ。中でもマヨネーズを、1分間に400 本も
のボトルにつめる
充填機のスピード
は圧巻 !! 最後に
お土産も頂き、
充実した研修旅
行となった。

地球温暖化による農業への影響について
～徳島県立農林水産総合技術支援センターにおける
� 気候変動対策研究を中心に～

　徳島県消費者大学校の講座として、令和７年７月19日に「地球
温暖化による農業への影響について」を講義させていただきまし
た。農業の技術者は、農業者の方々に説明する機会は多いので
すが、消費者の皆様に説明する機会は少なく、皆様の興味をひく
ような話ができるだろうかと心配していました。しかし、講義が
進むにつれ、受講者の方々が、昨今の気候変動と農業、食料が
どのようになっていくのか、どのような対策があるのかに大変興味
を持っておられると感じました。皆様の問題意識を肌で感じられ
たことは、これからの研究業務に大変、役に立つものでした。
　さて、講義の概略を簡単に紹介します。講義は２つのパートに
分かれています。
　１つ目は、地球温暖化の状況、メカニズム、どのような対策が
必要になるかです。近年、世界中の科学者たちが、現在の気温
上昇は人の活動に起因しているのは疑う余地がないと断言してい
ます。ここ200年の気温上昇は、過去2000年、人類が経験してこ
なかったもので、何の対策も講じないと2100年には、世界の平均
気温が5.7℃上昇すると言われています。これらのショッキングな
数字は、IPCC（気候変動に関する政府間パネル）が報告してい

るものです。そして、地球温暖化の対策は、温暖化の原因となる
温室効果ガスの削減など、原因を少なくする緩和対策と、高温に
強い農作物を栽培するなど、地球温暖化の影響に対応する適応
対策が大切になります。
　２つ目は、地球温暖化が農作物に及ぼす影響とその対策につ
いてです。地球温暖化の影響は、高温のみでなく、冬の低温が
十分に得られない、水不足、豪雨など、様 な々環境条件で、農作
物の収量、品質が低下してしまいます。これらの対策は、新しい
取り組みのようで、実は、古くから行われてきています。農業生産
費削減のための省エネ対策、夏場に栽培する作目の高温、乾燥
対策などは、栽培方法から品種育成まで、今まで多く取り組まれ
てきました。地球温暖化の技術対策で重要なのは、現状を認識し
て効率的に技術を活用し、足りない技術を新しい発想で開発につ
なげていくことです。開発してきた技術の詳細はここでは紹介し
ませんが、受講者の皆様には、興味を持っていただいたようで、ほっ
と胸をなでおろしているところです。
　今後も、農業生産者のみでなく、消費者の皆様にも喜んでいた
だける技術開発に取り組んでまいりたいと思います。

徳島県立農林水産総合技術支援センター　農産園芸研究課　課長
村井　恒治

2026年４月から　自転車の交通違反にも「青切符」！！
　2026 年４月１日から、16 歳以上の自転車利用者による、信号無視、ながらスマホなどの違反に対し、これまで自
動車などに適用されていた交通反則通告制度、いわゆる「青切符」制度が自転車にも導入されます。違反の内容に
応じた反則金を支払う仕組みです。自転車は自動車と同じ「車両」です。道路を通行する時は「車両」として交通ルー
ルや交通マナーを守り、安全運転を心がけましょう。


